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1. 背景・目的

当院は，植込型補助人工心臓（implantable ventricular 
asist device, iVAD）の植込実績がなく，患者の継続的な入
院がないため，患者管理や機器管理の経験が少ない。しか
し，患者が合併症などでセルフケア能力が低下した際には，
医療者が管理を代行する必要がある。機器管理については，
臨床工学技士が代行する体制をとっているが，緊急時には
迅速に対応を行う必要があり，患者を24時間看護する看護
師の不安が大きい。そこで，iVADの知識をもち，バッテ
リー交換や緊急時の対応が行える看護師の育成をするた
め，院内認証制度と継続的な人材育成プログラムを作成し，
実践・評価したので報告する。

2. 方　法

1）院内認証制度
規定のプログラムを受講しテストに合格した者を植込型

補助人工心臓バッテリー交換認証看護師として，院内の補
助人工心臓（ventricular assist device, VAD）チームが認証
する。患者の安全を担保できるよう3ヶ月ごとの更新制と
し，認証を受けた者がバッテリー交換や緊急時対応を行う。

2）人材育成プログラム
①研修準備
院内VADチームの看護師や臨床工学技士と協働し，研修

の準備を行った。院内管理が標準化できるようVAD緊急
停止時のフロー，バッテリー交換依頼フロー，各機種の日
常点検表，e-learning用の動画作成などを行った。また，研
修時間の確保について看護部との調整や，関連部署の看護
師長に受講者選定や業務調整の協力依頼を行った。
②研修概要
研修概要は，新規受講者に対する新規編と3ヶ月ごとの

更新者に対する更新編とに分け，当院独自のプログラムを
作成した。新規編の受講対象はVAD患者に関わる看護師，
臨床工学技士とし，受講条件は臨床経験として1年以上
VAD患者に関わっていること，または関わる可能性のある
病棟や外来に勤務していること，さらに，3ヶ月ごとの更新
研修を受講することができることとした。条件を満たす者
を看護師長が選出し，研修の申し込みを行う。更新編の受
講対象は3ヶ月以内に研修を受講した認証看護師とし，安
全性の担保のため3ヶ月以内に更新できなかった場合は新
規編を再受講する。
③研修プログラム
新規編は研修の概要，院内VAD関連フローシート，バッ

テリー交換，緊急時対応についての講義とハンズオン，筆記
テストと実技テストを行う。更新編は事前にe-learningで
講義を受講し，研修当日は筆記テストと実技テストを行う。

3. 結　果

2020年12月から2023年3月までに新規編12回，更新編
24回を実施した。2021年度は新規・更新編ともに受講者
が多く，認証看護師が8部署34名まで増加した。しかし，
2022年度は，新規受講者が減少したことや，異動や退職に
より，認証看護師が9名減少して25名となった。院内認証
制度開始後，iVAD患者の入院は11件であったが，患者に
関わるインシデントはなかった。

4. まとめ・独創性

VAD患者と関わる経験の少ない施設でも，体制を整備する
ことで，機器管理の知識や技術を備え緊急時対応が行える看
護師の育成が可能となる。更新制により看護師の知識，技術
の蓄積につながる。新規受講者の減少や退職などによる更
新受講者の減少があるため，認証看護師の確保に課題を残す
が，患者の安全のため，認証看護師を継続的に育成できるよ
う各部署の協力を得ながら管理者との連携が必要となる。
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